
七
月
に
開
か
れ
た
本
部
常
任
理
事

会
で
は
本
部
参
与
の
平
井
潤
一
さ
ん

か
ら
「
中
国
は
脅
威
か
？
」
の
テ
ー

マ
で
問
題
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。

①
「
中
国
脅
威
論
」
は
今
、
ど
の

よ
う
な
形
で
、
ど
の
よ
う
に
広
が
っ

て
い
る
か

②
「
中
国
脅
威
論
」
に

立
ち
向
か
う
こ
と
な
し
に
日
中
友
好

運
動
の
前
進
な
し

③
本
当
に
「
脅

威
」
な
の
か
、
ま
ず
自
分
の
日
常
生

活
の
な
か
で
「
中
国
」
を
見
つ
め
直

そ
う
。
④
経
済
的
結
び
つ
き
や
、
人

的
往
来
・
文
化
交
流
な
ど
の
現
状
は

ど
う
か
。
日
本
に
と
っ
て
「
中
国
」

は
最
大
の
貿
易
相
手
、
「
中
国
」
な

し
に
は
日
本
経
済
は
成
り
立
た
な
い
。

観
光
旅
行
は
じ
め
相
手
国
へ
の
、
相

互
訪
問
人
数
も
拡
大
の
流
れ
。

⑤
「
中
国
脅
威
論
」
は
な
ぜ
振
り
ま

か
れ
る
の
か

⑥
「
草
の
根
」
の
民

間
交
流
を
強
め
、
国
民
同
士
の
信
頼
・

友
好
関
係
を
構
築
し
よ
う
と
提
起
さ

れ
、
こ
の
内
容
で
熱
心
に
討
議
し
ま

し
た
。

二
日
目
は
、
不
再
戦
平
和
の
行
事

の
報
告
が
あ
り
、
中
国
「
残
留
孤
児
」

の
配
偶
者
の
生
活
支
援
を
求
め
る
請

願
署
名
を
、
全
国
で
十
万
筆
を
目
標

に
、
取
り
組
む
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
仲
間
づ
く
り
は
全
国
で
二
万

人
の
組
織
を
め
ざ
し
て
、
新
し
い
仲

間
づ
く
り
、
支
部
づ
く
り
の
取
り
組

み
を
進
め
な
が
ら
、
九
月
に
開
催
さ

れ
る
全
国
青
年
交
流
会
を
成
功
さ
せ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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中
国
脅
威
論
と
ど
う
向
き
合
う
か

残
留
孤
児
・
配
偶
者
支
援
署
名
を

府連通信

本
年
第
二
四
半
期
（
四
か
ら
六

月
期
）
の
経
済
成
長
率
七
、
六
％

増
と
、
四
半
期
連
続
六
回
下
が
り
、

三
年
ぶ
り
に
八
％
を
切
り
ま
し
た
。

経
済
成
長
の
鈍
化
傾
向
で
す
。

２
０
０
８
年
の
世
界
同
時
不
況

時
に
は
六
、
九
％
ま
で
落
ち
込
ん

だ
の
で
す
か
ら
、
中
国
に
と
っ
て

今
度
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
金
融
危
機
に

よ
る
影
響
は
や
は
り
大
き
い
よ
う

で
す
。
中
央
政
府
は
昨
年
末
か
ら
、

イ
ン
フ
レ
お
よ
び
バ
ブ
ル
対
応
の

金
融
引
き
締
め
政
策
を
緩
め
、
経

済
成
長
に
軸
足
を
移
す
と
宣
言
、

都
合
三
回
の
預
金
準
備
率
引
き
下

げ
、
二
回
の
金
利
引
き
下
げ
を
行

い
、
市
場
へ
の
資
金
供
給
を
増
や

し
て
景
気
対
策
強
化
に
努
め
て
い

ま
す
。

財
政
出
動
は
〇
九
年
の
四
兆
元

（
五
七
兆
日
本
円
）
に
比
べ
る
と

と
て
も
控
え
め
で
、
投
資
案
件
の

認
可
ス
ピ
ー
ド
化
や
省
エ
ネ
関
連

材
料
へ
の
企
業
向
け
財
政
補
助
、

省
エ
ネ
関
連
家
電
へ
の
家
計
向
け

財
政
補
助
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
他
方
、
市
場
や
地
方
政
府
か

ら
の
不
動
産
引
き
締
め
政
策
へ
の

解
除
圧
力
に
は
慎
重
な
姿
勢
を
崩

し
て
い
ま
せ
ん
。
世
界
経
済
が
不

安
定
基
調
に
あ
っ
て
も
、
イ
ン
フ

レ
や
バ
ブ
ル
を
抑
え
込
み
な
が
ら

経
済
成
長
は
確
保
し
よ
う
と
す
る

「
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
軟
着

陸
）
」
路
線
は
、
秋
の
共
産
党
大

会
ま
で
に
何
と
か
定
着
さ
せ
た
い

と
こ
ろ
な
の
で
し
ょ
う
。

従
来
の
よ
う
に
、
思
い
切
っ
た

投
資
（
公
共
投
資
や
企
業
の
投
資
）

拡
大
で
乗
り
切
る
と
い
う
方
策
に

流
れ
て
し
ま
わ
な
い
の
は
、
賢
明

な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
先
進

国
な
ど
と
比
べ
ま
す
と
、
中
国
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
構
造
は
投
資
依
存
に
極

端
に
偏
っ
た
も
の
で
、
逆
に
民
間

最
終
消
費
の
割
合
は
極
め
て
小
さ

な
も
の
で
す
。
《
『
季
刊
中
国
』

№
九
六
・
二
五
ペ
ー
ジ
に
図
示
》

し
た
が
っ
て
、
投
資
拡
大
で
増

え
た
生
産
物
は
国
内
で
は
な
く
、

輸
出
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
く
な

る
の
で
す
。
こ
れ
が
華
々
し
い
経

済
成
長
と
世
界
一
の
外
貨
準
備
と

を
も
た
ら
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
頼
み
の
先
進
国
需
要
が
こ
こ

ま
で
冷
え
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
と
、

そ
の
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
で
持
続
的

成
長
を
は
か
る
の
は
と
て
も
無
理

だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

中
国
経
済
ト
ピ
ッ
ク
ス
①
副
会
長

山
本
恒
人

経
済
成
長
・
鈍
化
傾
向
の
実
態
は

10/11(木)～16(火) 10時～18時・11日は13時～

梅田・芝田町画廊・資料代500円 16日は15時まで

戦争を体験し、日本に引き揚げ

てきた、少年達の目に映った、中

国の人々や風景、戦争直後の日本

の様子が描かれています。

中国からの引き揚げ漫画展

8/17(金)～26(日)13：00～17：00

8/20(月)21(火)は休館

8/26(日)は16：00まで

会場：大阪きりえセンター

北区天神橋1-19-15・大証ビル205

主催：日中友好協会大阪府連合会

きりえコンクール秀作品巡回展

山
本
恒
人
さ
ん
は
一
九
四
三
年
北

京
生
ま
れ
、
引
き
揚
げ
組
。
三
一
年

間
、
大
学
で
中
国
経
済
論
を
担
当
、

定
年
退
職
後
は
特
任
教
員
と
し
て
も

う
暫
く
教
壇
に
。
十
八
歳
で
日
中
友

好
協
会
会
員
に
、
長
い
中
断
の
後
、

会
に
復
帰
さ
れ
、
今
号
か
ら
五
回
に

わ
た
り
、
中
国
経
済
ト
ピ
ッ
ク
ス
を

連
載
さ
れ
ま
す
。

今
年
七
月
、
副

会
長
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

山
本
副
会

長
の
中
国
経

済
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
連
載
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拝
啓

母
上
様

此
度
、
日
中

友
好
協
会
大
阪
西
支
部
「
中
国
東

北
部
へ
の
平
和
を
求
め
て
の
旅
」

に
同
行
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
永

い
間
、
吉
子
（
妹
・
次
女
）
の
埋

葬
場
所
を
自
分
の
目
で
確
か
め
て

い
な
い
。
五
人
の
子
供
の
内
、
中

の
三
人
を
先
立
た
せ
た
が
、
特
に

吉
子
の
こ
と
は
気
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
こ
と
が
生
涯
心
残
り
と
心
を

痛
め
、
幾
度
と
な
く
独
り
言
を
聞

か
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
此
度
多
く

の
方
の
善
意
に
支
え
ら
れ
て
そ
の

場
所
「
長
春
公
園
（
日
本
人
墓
地
）
」

を
漸
く
訪
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
謹
ん
で
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

母
上
様
が
い
つ
も
左
手
首
に
付

け
て
い
た
小
さ
な
黒
い
数
珠
を
、

若
木
の
根
っ
こ
に
そ
お
っ
と
埋
め

て
き
ま
し
た
。
吉
子
の
御
霊
に
届

く
こ
と
を
祈
っ
て
・
・
・
。
そ
の

数
珠
を
納
め
て
か
ら
急
に
自
分
の

身
体
が
軽
く
な
り
ま
し
た
。
母
上

様
が
重
荷
を
下
ろ
し
た
の

か
、
吉
子
が
喜
ん
で
い
る

の
か
、
私
だ
け
の
感
覚
か
・
・
。

吉
子
は
昭
和
二
一
年
二

月
一
四
日
一
五
時
死
亡

（
和
歌
山
県
日
高
町
役
場

へ
届
出
）
生
後
十
一
ヶ
月

と
十
四
日
。
誕
生
日
ま
で

あ
と
十
四
日
と
い
う
短
い

生
命
。
死
因
は
食
べ
物
も
無
く
栄

養
失
調
。
牡
丹
江
か
ら
背
に
負
わ

れ
逃
避
行
途
中
、
ハ
ル
ビ
ン
か
ら

新
京
（
現
、
長
春
）
へ
、
こ
の
地

で
死
す
迄
幼
児
の
泣
き
声
を
一
声

も
聞
い
た
こ
と
が
な
く
、
重
湯
を

ス
プ
ー
ン
で
口
元
に
も
っ
て
い
く

と
、
小
さ
な
口
唇
を
動
か
し
啜
っ

て
い
た
。
そ
の
口
唇
の
動
き
だ
け

が
私
の
記
憶
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。

翌
朝
、
路
面
五
㎝
以
上
凍
り
付

い
た
厳
寒
の
朝
（
零
下
三
〇
度
程

か
？
）
、
木
造
三
階
の
古
い
建
物

横
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
、
鉄

骨
づ
く
り
の
階
段
を
踏
み
滑
ら
な

い
様
、
二
人
で
吉
子
の
遺
体
を
入

れ
た
「
み
か
ん
箱
」
を
抱
え
、
一

歩
一
歩
ゆ
っ
く
り
下
り
て
行
く
と
、

門
の
外
に
日
本
人
難
民
会
の
「
お

じ
さ
ん
」
が
リ
ヤ
カ
ー
を
用
意
し

て
待
っ
て
く
れ
て
お
り
ま
し
た
。

縄
で
し
っ
か
り
括
り
、
リ
ヤ
カ
ー

を
滑
る
路
面
の
上
を
、
苦
労
し
て

苦
労
し
て
引
っ
張
っ
て

行
く
姿
を
、
相
当
長
い

間
見
送
っ
て
お
り
ま
し

た
。
向
か
い
側
の
建
物

の
角
を
左
に
折
れ
、
リ

ヤ
カ
ー
と
「
み
か
ん
箱
」

が
見
え
な
く
な
っ
た
瞬

間
、
そ
の
場
面
は
今
で

も
脳
裡
に
焼
き
付
い
て

お
り
ま
す
。

そ
の
日
は
中

国
内
戦
が
始
ま

り
、
中
共
八
路

軍
と
国
府
軍
と

の
市
街
戦
が
激

化
、
銃
弾
が
飛

び
交
い
、
一
般

民
間
人
は
と
て
も
道
路
に
出
ら
れ

る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

母
上
様
と
約
束
し
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
私
の
胸
中
に
奥
深

く
有
っ
た
思
い
が
六
六
年
振
り
に

果
た
せ
、
痞
（
つ
か
え
）
が
お
り

ま
し
た
。

七
二
才
に
成
る
迄
、
こ
れ
ほ
ど

私
一
人
の
為
に
御
力
添
え
を
頂
き

善
意
を
受
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
小

さ
な
こ
と
で
も
少
し
で
も
隣
人
の

為
に
、
喜
ん
で
頂
け
る
こ
と
は
進

ん
で
実
行
し
て
い
か
ね
ば
申
し
訳

無
い
と
の
思
い
で
す
。

戦
争
は
大
罪
悪
で
す
。
終
戦
の

八
月
十
五
日
、
在
住
日
本
人
は
１

５
５
万
人
。
中
国
東
北
部
で
は
、

十
七
万
人
余
も
の
人
々
が
死
に
ま

し
た
。
吉
子
も
そ
の
犠
牲
者
の
１

人
で
す
。
（
五
月
に
西
支
部
・
平
和
の

旅
に
同
行
さ
れ
た
坂
本

浩
さ
ん
か
ら
の

感
想
文
で
す
。
な
お
、
感
想
文
集
が
写
真

入
り
で
完
成
し
ま
し
た
。
ご
希
望
の
方
は

府
連
事
務
所
ま
で
御
連
絡
下
さ
い
。

坂
本
さ
ん
は
こ
の
平
和
の
旅
を
通
じ
て
、

日
中
友
好
協
会
・
大
阪
西
支
部
に
入
会
さ

れ
ま
し
た
。
）

六
六
年
ぶ
り
に
長
春
公
園
で
墓
参

牡
丹
江
か
ら
逃
避
行
中
に
妹
亡
く
な
る

十
一
月
十
六
日
～
二
十
日
、
日
中

大
阪
府
連
創
立
六
十
周
年
を
記
念
し

て
「
南
京
・
揚
州
・
鎮
江
・
上
海
」

平
和
の
旅
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

河
村
名
古
屋
市
長
発
言
に
み
ら
れ

る
、
南
京
虐
殺
を
否
定

す
る
反
動
的
な
動
き
の

あ
る
な
か
で
、
改
め
て

侵
略
戦
争
で
日
本
軍
部

が
行
っ
た
、
中
国
国
民

へ
の
残
虐
行
為
の
事
実

を
、
現
地
で
学
ぶ
こ
と

は
重
要
で
す
。

今
回
は
鑑
真
和
上
に

ゆ
か
り
の
あ
る
揚
州
に

も
行
き
ま
す
。
そ
し
て
大
阪
と
友
好

姉
妹
都
市
で
経
済
発
展
も
著
し
く
、

高
層
ビ
ル
が
立
ち
並
ぶ
、
近
代
的
な

国
際
都
市
・
上
海
を
訪
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
多
く
の
方
が
、
参
加
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

大
阪
府
連
創
立
６
０
周
年
記
念

南
京
・
揚
州
・
鎮
江
・
上
海
・
平
和
の
旅

西
支
部
の
尾
中
老
師
率
い
る
富
田

林
教
室
は
、
振
り
返
れ
ば
五
年
の
月

日
が
流
れ
ま
し
た
。
な
ん
と
な
く
始

め
て
こ
こ
ま
で
来
た
受
講
生
も
気
持

ち
を
新
た
に
初
の
三
級
審
査
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
三
月
七
日

は
『
超
緊
張
の
日
』
前
々
週
あ
た
り

か
ら
す
で
に
皆
本
番
モ
ー
ド
・
・
・

今
日
ま
で

ひ
た
す
ら
練
習
し
て

き
ま
し
た
。
審
査
が
終
わ
っ
て
ホ
ッ

と
一
息

攬
雀
尾
の
ポ
ー
ズ
で
す
。

表
情
に
も
余
裕
が
見
ら
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
受
験
者
全
員
の
三
級
合
格

が
発
表
さ
れ
全
員
で

拍
手
！
！
！

入
門
の
三
名
も
揃
っ
て
修
了
証
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た

（
こ
の
記
事
は
ブ
ロ
グ
「
大
阪
西
・
太
極

拳
教
室
写
真
集
」
か
ら
の
転
載
で
す
）

太
極
拳
富
田
林
教
室
・
初
の
三
級
審
査

公園で手を合わせる

五年の成果ハイポーズ

長春公園入口

鑑真で有名な大明寺

旅行代金：134000円

燃油・諸税など17000円

全行程添乗員同行

11/16(金)関空発南京へ

11/18(日)揚州・鎮江

11/20(火)上海発関空へ


